
 

全道高校駅伝大会〔網走〕及び小樽市駅伝大会を終えて！ 
 

１０月８日（土）・９日（日）の日程で、網走スポーツ・トレーニングフィールド特設駅伝コースにて

第75回北海道高等学校駅伝競走大会が行われました。今回は感染拡大防止に最大限努めながら有観客での

開催でした。沿道には各チームの関係者や保護者等の応援者も多く、秋晴れの中で競技をすることが

できました。 

今回は本校・桜陽・未来創造による３校合同チームでの参加で、各校の長距離メンバーをセレクトしての

出場となりました。本校からも３G 木村翔大君と２G 杉山翔音君が参加予定でしたが、杉山君の身内に

不幸があり、結果的には木村君ひとりだけの参加となりました。 

高校駅伝は男子がフルマラソン（42.195km）、女子がハーフマラソン（21.0975km）の距離で

競われますが、男子が７区、女子が５区に分かれています。男子は１区 10km、２区３km、３区

8.1075km、４区 8.0875km、５区３km、６区５km、７区５km と走り、襷（たすき）を繋いでいく

ことになります。今回男子は 27 チーム（うち１チーム棄権）が参加し、途中４区に足切り時間が設定

されており、その時間までに襷を繋げられなければ自校の襷ではなく繰り上げ用の襷（今回は黄色）を

着けて走らなければなりませんでした。最終的には 10 チームが繰り上げになり、今回の合同チームは

幸いにも１～４区の走者が非常に健闘し、1分30秒を残して何とか自校の襷を繋ぐことができました。 

６区を走った本校の木村君は今回の合同チームのキャプテンであり、開会式前に行われたスタート位置

の抽選で見事“１番”を引き当て、１区のスタートの際、最前列からスタートできる好位置を得ました。

また、６区を走った際も、順位を１つ上げ、区間 10 位のタイムで走るなど、さらにトラックでの自己

記録を 38秒も縮める好タイムで走り、チームに大きく貢献しました。 

結びに、今回の遠征は遠距離でなかなか移動が大変でしたが、各校３年生選手の保護者の皆様も応援に

来てくださり、走る選手たちにとって大きな励みとなり強い支えになったことと思います。応援ありがとう

ございました。 

 

全道駅伝大会の結果は次の通りです。 

区  距離  選手名    区間記録  区間順位 総合順位 

１区  10km 木下 陸久（桜陽高 3年） 34分 03秒  12位  12位 

２区  ３km  伊藤 琥白（桜陽高 1年） 10分 24秒  15位  14位 

３区  8.1075km 下地 温斗（桜陽高２年） 29分 26秒  17位  14位 

４区  8.0875km 土屋 拓夢（桜陽高２年） 29分 52秒  17位  16位 

５区  ３km  佐藤 樹 （未来創造高２年） 10分 33秒  10位  14位 

６区  ５km  木村 翔大（水産高３年） 17分 30秒  10位  13位 

７区  ５km  板橋 悠駕（桜陽高３年） 17分２７秒  12位  13位 

（２時間 29分 15秒） 

 

 他方、１０月８日（土）に小樽では第 29 回小樽市駅伝大会が実施されました。朝のうちは晴れていた

ものの、競技終盤になるにつれ雨が降り、立てていたテントもずぶ濡れになってしまいましたが、特にけが

人もなく、すでに引退している３年生を含める９人が参加し、それぞれ３kmの距離を疾走しました。 

 

３年チーム １区 村上 大起  12分 12秒 ４位 ４位 

２区 田代 脩  12分 02秒 ４位 ３位 

３区 鈴木 哉真斗  20分 19秒 6位 6位 

４区 米田 知矢  11分 20秒 2位 6位（55分 53秒） 

１・２年チーム １区 菅原 佑 （２年） 13分 30秒 5位 5位 

２区 福井 琳己（１年） 12分 47秒 5位 ４位 

３区 武藤 大空（１年） 13分 01秒 ５位 ５位 

４区 速水 夢叶（１年） 15分 21秒 ６位 ５位（54分 39秒） 

個人参加  菊地 藍花（２年） 14分 22秒 

 

【小樽水産高校陸上部通信】 R4.10.18付 



＜＜小樽市駅伝大会のようす＞＞ 

 

＜１０月８日（土）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜＜全道高校駅伝競走大会のようす＞＞ 

 

＜１０月９日（日）＞ 

 


